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セザール・フランク《協奏的三重奏曲第 4 番作品 2》の出版をめぐる一考察
―自筆譜と初版譜の比較―
A study of César Franck’s “Quatrième trio concertant op. 2”: 







	 	 	 	This	study	 focuses	on	 the	 fourth	 trio	and	considers	 its	publication.	The	 fourth	 trio	was	
initially	composed	as	the	finale	of	the	third	trio,	but	it	was	later	published	as	a	single	movement.	













1871 年に設立された国民音楽協会の第 1 回目の演奏会で取り上げられて以来、度々演奏されるよ














２．《3 つの協奏的三重奏曲作品 1》と《協奏的三重奏曲第 4 番作品 2》
　フランクの室内楽作品は、《ピアノ五重奏曲ヘ短調》（1879）や《ピアノとヴァイオリンのため
のソナタ　イ長調》（1886）、《弦楽四重奏曲ニ長調》（1889）といった晩年の作品が有名である。《3
つの協奏的三重奏曲作品 1》と《協奏的三重奏曲第 4 番作品 2》は、それらの傑作が生みだされる
四半世紀以上前に作曲された。
　1839 年から 1842 年にかけて書かれたこの一連の三重奏曲は 2、フランクがパリ音楽院に在籍
していた頃の作品である。この時すでに、パリ音楽院のピアノ科の試験で大名誉賞を獲得していたフ
ランクは 3	、パリの社交界で有名な貴族や楽器製作者らのサロンで開かれた演奏会に多数出演し、




付けられて初めて出版されたのは、1843 年の、この《3 つの協奏的三重奏曲作品 1》であった。
　《3 つの協奏的三重奏曲作品 1》と《協奏的三重奏曲第 4 番作品 2》は、元来同一の作品であったが、
出版される前に現在の形となった（図 1）。作品 1と作品 2の献呈先、出版年等に差異があるため（表
1）、以下は分けて詳細を追っていくことにする。
図 1　《3 つの協奏的三重奏曲作品 1》出版前後の変遷
《3 つの協奏的三重奏曲作品 1》出版前　　　　　　　　　　　　　　出版時
第 1 番：1、2、3 楽章 第 1 番：1、2、3 楽章
第 2 番：1、2、3、4 楽章 第 2 番：1、2、3、4 楽章





作品 1 作品 2
作曲年 1839-1842 1842





楽曲構成 全 3 曲、1-3 または 4 楽章 1 曲、単一楽章
・《3 つの協奏的三重奏曲作品 1》




フランスでは 3 曲セットで 1843 年春に出版されたが、ドイツでは 1843 年 10 月から翌年 11 月
までの間に 1 曲ずつ出版されている。
　作品 1 の三重奏曲は、出版の前後にフランクがピアノを担当して何度もサロンなどで演奏され
ているが、第 1 番嬰へ短調の三重奏曲は、出版後の 12 月 1 日にレオポルトⅠ世の前で演奏された。
この時は、フランクがピアノを担当し、弟のジョゼフを含めた5人のヴァイオリン奏者と3人のチェ




・《協奏的三重奏曲第 4 番作品 2》
　フランツ・リスト Franz	Liszt（1811-1886）に献呈されたこの作品は、図 1 に示したように、
第 3 番の三重奏曲の終楽章が元となっている。この形になったのは、作品 1 の出版準備をしてい
た際、当時すでに交友のあったリストから受けた助言に従ったためである。リストは、一連の作




　出版年については、これまで作品 1 と同じ 1843 年とされていたが、ドイツで刊行された音楽雑
誌の記事から 1846 年であると考えて間違いないだろう 11。
３．《協奏的三重奏曲第 4 番作品 2》の自筆譜と初版譜の比較























ピアノ・パート譜 Vn パート譜 Vc パート譜
装飾音のスラー 31 5 3
スタッカート 27 9 7
アクセント 5 3 6
＜（クレッシェンド） 50 21 20
＞（ディミヌエンド） 52 13 13
cresc. 37 23 22
dim. 10 10 10
強弱記号 26 12 12
速度記号 14 14 20
スラー 32 38 40
タイ 13 9 4
音高・音価 9 2 1


































































































　譜例 7 と譜例 8 の黒枠は、自筆譜と初版譜の対応箇所を示している。ここは、まず弦楽器が































































3	原語では “PREMIER	premier	Prix”（Fauquet	1999:	83）または “Grand	Prix	d’honneur”（Stove:	30）と書かれる。1838 年 8
月のピアノ科の試験で、初見視奏の際に短 3度下に移調して完璧に演奏したことから与えられたとされている。パリ音楽院の
歴史の中で、この特別な賞をもらったのはフランク 1人である。













た、同年 10月 17 日付の『音楽新報Neue	Zeitschrift	für	Musik』には、1845 年から 1846 年のシューベルト社の出版カタロ




は、青い紙のカバーが付けられ、竪琴を名前で囲ったスタンプが押印されている。（最終閲覧日 2015 年 9月 11日）













































http://imslp.org/wiki/Piano_Trio,_Op.2_(Franck,_C%C3%A9sar)（最終閲覧日　2015 年 9月 11日）
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